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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
も
た
ら
し
た
津
波
に
よ
り
、
福
島
第

一
原
子
力
か
ら
漏
洩
し
た
放
射
能
は
発
電
所
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、

福
島
県
地
方
を
中
心
に
各
地
に
お
い
て
非
常
に
高
い
濃
度
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
周
辺
地
域
で
は
積
算
線
量
が
住
民
の
居
住

に
適
さ
な
い
程
上
昇
し
、
ま
た
、
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
は
こ
れ

ま
で
操
業
ま
た
は
計
画
さ
れ
て
い
る
原
子
力
施
設
用
の
処
分
場
で
は

収
容
で
き
な
い
大
き
な
物
量
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
今
回
の
よ
う
な
広
範
囲
の
地
域
を
放
射
能

汚
染
さ
せ
た
経
験
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
事
態
へ
の
対
応
経
験
が
少

な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
応
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、

国
内
外
で
の
汚
染
事
例
を
参
考
に
環
境
修
復
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　

▼
福
一
事
故
の
汚
染
状
況
の
特
徴

　
⑴　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
米
国
の
環
境
管
理

　

今
回
の
事
故
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
放
出
放
射
能
を
比
較
す

る
と
、
揮
発
性
の
あ
る
ヨ
ウ
素
や
セ
シ
ウ
ム
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ

り
約
１
桁
低
い
値
で
あ
る
が
、
揮
発
性
の
低
い
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は

約
２
桁
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
約
３
桁
低
い
。
こ
れ
ら
は
両
者
の
事
故

状
況
（
水
蒸
気
爆
発
と
水
素
爆
発
）
か
ら
類
推
さ
れ
、
今
回
の
修
復

に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
除
去･

除
染
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
986
年
に
事
故
発
生
後
、
同
年
秋
に
「
石
棺
」

を
設
置
し
た
が
、
修
復
は
遅
々
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
991
年
に
独
立
し
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
と
共
同
し
て
段
階
的
な
修
復
に
取

り
組
み
、
放
射
能
の
安
全
な
閉
じ
込
め
に
向
け
て
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
処
理
・
貯
蔵
施
設
、
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ

れ
、
現
在
、
新
し
い
シ
ェ
ル
タ
ー
を
建
設
中
で
あ
る
。
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一
方
、
米
国
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
環
境
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｅ
Ｍ
）
で
核
的
に
汚
染
し
た
軍
事
施
設
の
浄
化
を
990
年
頃
よ
り
開

始
し
、
年
間
60
億
㌦
（
約
５
０
０
０
億
円
）
の
予
算
が
投
入
さ
れ
、

50
～
60
年
代
ま
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
Ｅ
Ｍ
に
は
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
製
造
や
核
実
験
サ
イ
ト
が
含
ま
れ
る
の
で
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
な
ど
の
汚
染
を
浄
化
し
た
経
験
が
あ
る
。
現
在
、
土
壌
お
よ
び

地
下
水
汚
染
の
修
復
や
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
に
つ
い
て
も
実
施
中

で
、
ま
た
、
新
規
技
術
の
開
発
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵　

セ
シ
ウ
ム
の
特
徴

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
核
分
裂
で
セ
シ
ウ
ム
１
３

４
（
半
減
期
２
年
）
と
同
１
３
７
（
半
減
期
30
年
）
が
ほ
ぼ
同
程

度
発
生
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
は
ア
ル
カ
リ
金
属
で
あ
り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

や
カ
リ
ウ
ム
と
類
似
し
、
生
物
中
で
移
動
性
が
高
い
。
一
方
、
土
壌

中
で
は
粘
土
へ
の
選
択
的
な
吸
着
性
が
あ
り
、
土
壌
に
吸
着
し
た
セ

シ
ウ
ム
の
移
動
性
は
低
い
。
人
体
に
入
る
と
カ
リ
ウ
ム
と
置
換
し
て

筋
肉
に
蓄
積
し
、
生
体
半
減
期
１
０
０
日
程
度
で
体
外
に
排
出
さ
れ

る
。
植
物
で
は
キ
ノ
コ
な
ど
に
濃
縮
し
、
魚
類
で
は
魚
食
性
の
カ
ツ

オ
、
マ
グ
ロ
な
ど
に
濃
縮
す
る
。
都
市
ご
み
と
し
て
焼
却
さ
れ
る
と
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
主
灰
と
飛
灰
に
移
行
し
、
排
ガ
ス
中
で
は
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
で
除
去
で
き
る
。
高
温
で
は
ヨ
ウ
化
物
や
塩
化
物
の
場

合
、
沸
点
の
１
２
９
０
℃
で
蒸
発
す
る
。

　

▼
環
境
汚
染
対
策
の
検
討
方
法

　

修
復
活
動
の
基
本
は
、
汚
染
源
の
種
類
、
濃
度
、
物
量
の
分
布
を

精
緻
に
測
定
し
、
汚
染
マ
ッ
プ
を
正
確
に
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
基
に
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
絞
り
込
み
、
対
象
別
の
修
復

計
画
を
立
案
し
、
個
々
の
業
務
の
作
業
構
成
明
細(

Ｗ
Ｂ
Ｓ)

を
策
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定
す
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｓ
は
各
現
場
で
の
実
施
期
間
、
組
織
体
制
、
人
員
配

置
を
明
細
化
す
る
の
で
、
費
用
積
算
で
き
る
。
米
国
で
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
基
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
Ｗ
Ｂ
Ｓ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

▼
原
位
置
修
復
技
術

　

⑴　

洗
浄
お
よ
び
除
染

　

今
回
の
事
故
に
お
け
る
主
要
汚
染
核
種
は
通
常
の
廃
止
措
置
に
お

け
る
コ
バ
ル
ト
60
な
ど
と
は
異
な
る
が
、
表
面
汚
染
へ
の
除
染
技
術

に
は
共
通
し
て
適
用
で
き
る
方
法
が
多
い
。
物
理
的
除
染
技
術
で
は
、

高
圧
洗
浄
が
比
較
的
ソ
フ
ト
に
付
着
し
た
汚
染
に
対
し
効
果
的
で
あ

り
、
ま
た
、
研
磨
材
入
り
ブ
ラ
ス
ト
や
ス
キ
ャ
ブ
ラ
は
材
料
表
面

の
剥
離
方
法
と
し
て
適
用
で
き
る
。
化
学
的
除
染
技
術
で
は
、
対
象

表
面
に
塗
装
し
て
汚
染
を
剥
離
す
る
可
剥
性
塗
料
が
あ
る
。
米
国
の

Ｅ
Ｍ
で
は
水
が
不
要
な
現
場
的
な
除
染
法
と
し
て
以
前
か
ら
使
用
さ

れ
て
き
た
。
仏
国
や
米
国
で
は
泡
除
染
法
が
定
検
時
に
お
い
て
燃
料

プ
ー
ル
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
除
染
法
の
二
次
廃
棄
物
量

を
少
な
く
で
き
る
特
徴
を
生
か
し
て
、
環
境
修
復
時
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
除
染
に
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

⑵　

掘
削

　

土
地
の
汚
染
表
面
を
除
去
す
る
方
法
と
し
て
は
、
一
般
の
土
木
・

建
築
工
事
の
掘
削
設
備
が
汚
染
対
象
に
応
じ
て
使
用
で
き
る
。
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
グ
レ
ー
ダ
ー
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
シ
ョ
ベ
ル

(

バ
ッ
ク
ホ
ウ)

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
畑
や
庭
な
ど
の
土
地
の

除
去
や
天
地
返
し
に
も
適
用
で
き
る
。
ま
た
、
汚
染
表
面
の
除
去
に

あ
た
っ
て
は
、
掘
削
の
現
場
で
線
量
測
定
し
、
必
要
以
上
に
掘
削
し

な
い
こ
と
が
廃
棄
物
最
小
化
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
。

　

⑶　

植
物
修
復
（
フ
ァ
イ
ト
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
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土
壌
や
地
下
水
中
の
汚
染
物
質
を
植
物
の
根
か
ら
吸
収･

分
解
す

る
フ
ァ
イ
ト
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
有
害
物
や
放
射
性
物
質
を

分
離･

分
解
す
る
方
法
と
し
て
米
国
な
ど
で
発
展
し
て
き
た
。
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
浄
化
す
る
方
法
と
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
カ
ラ
シ
ナ
な

ど
で
一
定
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事
故
後
に
も
す
で

に
東
北
の
一
部
地
域
で
試
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
セ
シ
ウ
ム
は

土
壌
中
の
粘
土
と
強
く
結
合
す
る
の
で
、
植
物
の
浄
化
性
能
を
現
地

の
土
壌
条
件
で
確
認
す
る
と
共
に
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
取
込
ん
だ

植
物
の
処
分
法
も
あ
ら
か
じ
め
手
当
て
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

⑷　

動
物
飼
育

　

牛
肉
な
ど
の
放
射
能
濃
度
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
①
セ
シ
ウ
ム

吸
収
剤
を
３
か
月
程
度
与
え
る
、
②
汚
染
の
な
い
飼
料
を
出
荷
前
３

か
月
与
え
る
│
な
ど
の
方
法
に
よ
り
放
射
能
を
２
～
３
分
の
１
削
減

し
た
と
の
報
告
が
あ
る
。
基
準
値
を
若
干
超
え
る
程
度
の
牛
肉
で
あ

れ
ば
こ
れ
ら
の
方
法
で
基
準
値
以
下
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

⑸　

安
定
セ
シ
ウ
ム
剤

　

災
害
時
に
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
甲
状
腺
へ
の
蓄
積
を
抑
え
る
た
め
、

安
定
ヨ
ウ
素
を
予
防
服
用
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
人
体
や
農
産
物
に
あ
ら
か
じ
め

安
定
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
セ
シ
ウ
ム
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
量
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
刺
し
身
に
は
細
切
大
根

を
具
と
し
て
添
え
る
よ
う
に
、
牛
肉
を
食
す
る
と
き
に
は
セ
シ
ウ
ム

吸
収
剤
や
安
定
セ
シ
ウ
ム
剤
を
添
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

▼
専
門
設
備
修
復
技
術

　

専
門
設
備
修
復
と
は
、
汚
染
物
を
専
門
設
備
に
移
動
し
て
浄
化
す

る
こ
と
を
指
す
。
専
門
設
備
修
復
技
術
の
多
く
は
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
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の
廃
棄
物
処
理
系
な
ど
で
実
績
が
あ
る
。
新
た
な
修
復
設
備
を
設
置

す
る
に
は
、
適
切
な
敷
地
が
必
要
で
あ
り
、
二
次
廃
棄
物
の
処
置
に

つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

⑴　

汚
染
水
処
理

　

現
在
、
福
島
第
一
施
設
内
で
は
、
高
レ
ベ
ル
滞
留
水
を
処
理
す
る

油
分
離
装
置(

東
芝)

、
セ
シ
ウ
ム
吸
着
装
置(

ク
リ
オ
ン
、
東
芝)

、

加
圧
浮
上
凝
集
沈
殿
装
置(
ア
レ
バ)

、
逆
浸
透
装
置(

日
立
Ｇ
Ｅ)

、

蒸
発
装
置(

東
芝
、
ア
レ
バ)
か
ら
な
る
プ
ロ
セ
ス
が
操
業
中
で
、

汚
染
水
を
処
理
し
、
原
子
炉
の
冷
却
水
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
よ
う
な
狙
い
で
、
東
京
工
業
大
原
子
炉
研
究
所
で
は
、
セ
シ

ウ
ム
吸
収
剤
の
フ
ェ
ロ
シ
ア
ン
化
鉄
と
凝
集
沈
殿
剤
を
組
み
合
わ
せ

た
方
法
を
開
発
中
で
あ
り
、
上
下
水
道
の
浄
化
や
処
理
水
の
農
業
用

水
へ
の
再
利
用
を
図
る
技
術
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

米
国
の
Ｅ
Ｍ
で
は
、
地
下
水
へ
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、

複
数
の
ポ
ン
プ
で
汚
染
水
を
汲
み
上
げ
て
地
下
水
位
を
下
げ
、
水
処

理
し
て
再
利
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
類
型
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
地
方
の
周
辺
地
域
で
田
ん
ぼ
の
水
の
浄
化
が
必
要
な
場
合

に
、
こ
の
よ
う
な
水
処
理
方
法
の
適
用
が
想
定
さ
れ
る
。

　

⑵　

災
害
廃
棄
物
と
ガ
ラ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

大
量
に
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
処
分
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
が
、
可
燃
物
は
焼
却
炉
で
焼
却･

減
容
し
、
不
燃

物
は
分
別
し
て
埋
設
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
。
不
燃
物
の
う
ち
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
は
弁
別
し
、
破
砕･

分
級
す
る
こ
と
に
よ
り
充
填
材
、

路
盤
材
、
バ
リ
ア
材
な
ど
へ
の
再
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

汚
染
廃
棄
物
の
再
利
用
に
は
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以
下
に
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
の
で
、
粒
径
に
よ
る
分
離
や
加
熱
処
理
で
セ
シ
ウ

ム
を
除
去
す
る
な
ど
、
今
後
の
製
品
化
に
向
け
た
課
題
が
あ
る
。
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▼
自
然
修
復

　

自
然
修
復
と
は
放
射
能
の
減
衰
、
自
然
現
象
に
よ
る
汚
染
の
減
少
、

制
度
的
管
理
な
ど
を
指
す
。
森
林
の
よ
う
に
汚
染
が
広
範
囲
に
広
が

る
場
所
で
は
、
除
染
の
コ
ス
ト
効
果
が
な
い
た
め
、
立
ち
入
り
制
限

な
ど
の
制
度
的
管
理
を
主
に
行
い
、
人
の
立
ち
入
る
場
所
な
ど
を
限

定
的
に
除
染
す
る
よ
う
な
方
式
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

▼
汚
染
廃
棄
物
の
貯
蔵
処
分
方
法

　

⑴　

汚
染
廃
棄
物
の
処
分
と
再
利
用

　

原
子
力
安
全
委
員
会
は
廃
棄
物
の
再
利
用
に
関
す
る
当
面
の
考
え

方
と
し
て
「
再
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
製
品
は･

･
･
･

ク
リ
ア
ラ
ン

ス
レ
ベ
ル
に
用
い
た
基
準(

10
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

年)

以
下

に
な
る
よ
う
に
放
射
能
濃
度
が
管
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た

(

６
月
３
日)

。
こ
の
考
え
方
で
は
、
「
製
品
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
、
従
前
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
検
認

と
は
異
な
り
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以
下
の
「
製
品
」
は
再
利
用

で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

今
回
、
関
東
地
方
な
ど
で
も
、
下
水
汚
泥
な
ど
に
高
い
放
射
能
が

検
出
さ
れ
た
た
め
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
当
面
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
基
準
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
以
下
な
ら
管
理
型
処
分
場
で
受
け
入
れ
が
可
能
な
ど
の
考
え
方
を

示
し
た(

６
月
16
日)

。
下
水
汚
泥
以
外
に
も
サ
イ
ト
周
辺
部
に
あ

る
汚
染
廃
棄
物
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
で
も
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
掃
法
）
」
で
も
対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
、

取
り
扱
う
法
律
が
な
い
「
法
の
空
白
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

事
故
で
発
生
し
た
汚
染
廃
棄
物
に
対
す
る
処
理
方
法
や
技
術
基
準
を

定
め
る
法
令
が
必
要
と
な
る
。
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⑵　

大
量
の
汚
染
廃
棄
物
の
再
利
用
貯
蔵
処
分

　

今
回
の
事
故
以
前
に
、
原
子
炉
等
規
制
法
の
下
で
放
射
性
廃
棄
物

処
分
場
に
対
す
る
国
の
方
針
、
考
え
方
、
濃
度
上
限
値
が
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
で
発
生
し
た
汚
染
廃
棄
物
は
大
量
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
収
容
す
る
処
分
場
を
修
復
活
動
に
先
立
っ
て
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
処
分
容
量
、
地
理
的
特
性
な
ど
の
要

件
を
備
え
た
処
分
施
設
と
し
て
、
従
来
の
よ
う
な
ト
レ
ン
チ
、
ピ
ッ

ト
の
形
式
以
外
で
も
、
廃
坑
、
天
然
盆
地
や
谷
な
ど
幅
広
い
形
態
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

▼
ま
と
め

　

原
子
力
事
故
後
の
周
辺
環
境
に
関
す
る
修
復
技
術
に
つ
い
て
国
内

外
の
経
験
を
概
説
し
た
。
要
点
は
次
の
通
り
。

　

①
物
量
の
定
量
化
＝
汚
染
地
域
の
放
射
能
区
分
別
物
量
マ
ッ
プ
を

修
復
活
動
以
前
に
定
量
化
す
べ
き
。
ま
た
、
施
設
や
家
屋
を
除
染
す

る
段
階
で
は
、
除
染
前
に
精
緻
な
汚
染
マ
ッ
プ
を
準
備
す
べ
き
。

　

②
周
辺
地
域
の
修
復
＝
汚
染
の
修
復
技
術
は
国
際
的
な
経
験
を
参

考
に
す
べ
き
。
ま
た
、
各
種
の
有
力
な
修
復
技
術
を
実
際
の
条
件
下

で
効
果
を
確
認
し
、
選
定
す
べ
き
。

　

③
貯
蔵
・
処
分
場
の
建
設
＝
汚
染
廃
棄
物
の
貯
蔵
・
処
分
方
法
を

整
備
す
る
と
共
に
、
施
設
建
設
を
具
体
化
す
べ
き
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

石
倉　

武　

工
学
博
士
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
副
参
事(

非
常
勤)

、
日

本
原
子
力
技
術
協
会
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
サ
ー
。
東
芝
に
て
Ｂ
Ｗ
Ｒ
水
処
理
・
水

化
学
、
旧
原
子
力
発
電
技
術
機
構
に
て
実
用
炉
廃
止
措
置
技
術
開
発
に
従
事
し
た
。

11
年
１
月
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
「
放
射
性
廃
棄
物
管
理
技
術
委
員
会
」
の
日
本
代
表
。


